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例）水巻町図書館

イメージキャラクター

平
成
1
3
年
7
日
オ
ー
ブ
ン
ー
・

蟹
田

来
年
1
月
の
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
、
現
在
、
中
央

公
民
館
の
東
側
で
図
書
館
の
新
築
工
事
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
東
に
西
川
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
る
図
書

館
は
町
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
交
通
の
位
も
よ
く
、

と
て
も
利
用
し
や
す
い
場
所
で
す
。
今
か
ら
オ
ー
プ

ン
が
楽
し
み
な
図
書
館
。
今
回
は
皆
さ
ん
に
、
そ
の

概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。「

町
づ
く
り
は
人
づ
く
り
」
と
言
わ

れ
ま
す
。
図
書
館
が
、
町
民
に
生
涯
に

わ
た
っ
て
の
学
習
の
場
を
提
供
す
る
こ

と
は
、
豊
か
な
知
識
と
創
造
力
を
持
つ

人
材
を
育
成
す
る
こ
と
に
も
な
り
、
町

づ
く
り
の
た
め
の
と
て
も
大
き
な
役
割

を
図
書
館
が
担
っ
て
い
る
こ
と
に
な
り

ます。以
前
は
、
図
書
館
は
静
か
に
本
を
読

む
場
所
、
あ
る
い
は
本
を
借
り
る
だ
け

の
場
所
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
、
限

ら
れ
た
人
だ
け
に
し
か
、
利
用
さ
れ
て

／－し

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
現
在
の
図
書
館
は
、

資
料
収
集
提
供
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

交
流
や
く
つ
ろ
ぎ
の
場
と
し
て
の
機
能

も
果
す
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

図
書
館
は
、
個
人
で
も
グ
ル
ー
プ
で

も
、
乳
幼
児
や
高
齢
者
で
も
好
き
な
時

に
、
簡
単
に
気
軽
に
利
用
で
き
ま
す
。

一
日
中
、
楽
し
く
、
ゆ
っ
く
り
と
、
く

つ
ろ
い
で
自
分
の
時
間
を
過
ご
す
の
も

よ
い
し
、
来
館
者
同
士
で
交
流
も
深
め

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
誰
で
も
親
し
め

る
温
か
い
雰
囲
気
の
町
立
図
書
館
を
遠

賀
町
は
目
指
し
て
い
ま
す
。

図
書
館
の
延
べ
床
面
積
は
、
1
、
4
3
3

証
（
約
4
3
0
坪
）
、
敷
地
面
積
は
約
3
、

8
0
0
証
（
約
1
、
1
5
0
坪
）
で
す
。

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
一
部
鉄
骨
造
り
の

平
屋
建
て
で
図
書
館
単
独
の
施
設
で

す。
蔵
書
数
は
開
館
当
初
約
4
万
冊
、
将

来
は
約
8
万
冊
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

一
般
書
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
絵
本
や

児
童
書
、
ビ
デ
オ
や
C
D
な
ど
も
た
く

さ
ん
揃
え
ま
す
。
雑
誌
や
新
聞
も
各
種

揃
え
、
気
軽
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
し

ます。子
ど
も
、
青
少
年
、
成
人
、
高
齢
者

に
主
婦
な
ど
あ
ら
ゆ
る
年
齢
層
、
満
足

で
き
る
多
様
な
種
類
を
揃
え
ま
す
。
リ

ク
エ
ス
ト
制
度
を
充
実
さ
せ
て
、
町
民

の
要
望
に
応
え
ま
す
。

遠
賀
町
の
図
書
館
は
人
に
や
さ
し
い

図
書
館
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
体
の
不

自
由
な
人
た
ち
の
た
め
に
、
図
書
館
の

入
口
に
は
ス
ロ
ー
プ
を
設
け
、
車
い
す

で
も
簡
単
に
入
っ
て
行
け
ま
す
。
車
い

す
で
自
由
に
動
け
る
通
路
幅
の
確
保
な

ど
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
の
で
、
子
ど
も
や
高
齢
者
や
身
体

の
不
自
由
な
人
も
安
心
し
て
利
用
で
き

ま
す
。
ま
た
、
必
要
箇
所
に
手
す
り
や

点
字
ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
も
設
置
し
ま
す
。

車
い
す
で
入
れ
る
多
目
的
ト
イ
レ

や
、
小
さ
な
子
ど
も
も
利
用
で
き
る
親

図
書
館
の

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
・

イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

大
募
集
〃

図
書
館
に
親
し
み
を
も
っ
て
も
ら

う
た
め
に
、
私
た
ち
の
町
の
図
書
館

を
う
ま
く
表
現
し
た
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ

ー
ズ
と
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を

そ
れ
ぞ
れ
募
集
し
ま
す
。
例
え
ば
佐

賀
県
三
日
月
町
の
図
書
館
の
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
は
「
ほ
っ
と
す
る
ね

窓
辺
に
光
　
わ
た
し
の
図
書
館
」
。
イ

メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
は
苅
田
町

の
図
書
館
が
コ
ア
ラ
、
水
巻
町
の
図

書
館
は
象
を
採
用
し
て
い
ま
す
。
人

や
動
物
に
限
ら
ず
、
植
物
や
天
文
な

ど
の
イ
ラ
ス
ト
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

遠
賀
町
の
特
徴
を
う
ま
く
と
ら
え
た

も
の
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
賞
　
品

最
優
秀
賞
1
人
5
万
円
分

（
図
書
券
3
万
円
分

商
品
券
2
万
円
分
）

佳
　
作
3
人
名
1
万
円
分

（
図
書
券
5
千
円
分

商
品
券
5
千
円
分
）
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現在の図書室は平成13年3月末に 
閉鎖します 

現在の中央公民館図書室は平成i3年3月末で閉鎖する 

予定にしています。これは、図書室の図書の一部を新し 

い図書館に移す作業に日数がかかるためと、新しい図書 

館の開館準備に多くの人手と時間がかかるためです。 

ご理解ご協力をお願いします。 

3＠イり

子
ト
イ
レ
も
用
意
し
、
多
目
的
ト
イ
レ

と
親
子
ト
イ
レ
に
は
、
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
、

他
の
ト
イ
レ
に
は
ベ
ビ
ー
チ
ェ
ア
を
置

き
ま
す
。

図
書
館
の
中
は
書
架
が
低
い
の
で
館

内
が
広
く
見
渡
せ
、
天
井
は
高
く
、
開

放
的
で
す
。
天
井
の
ト
ッ
プ
ラ
イ
ト
と

各
方
向
の
大
き
な
窓
で
明
る
さ
を
確
保

す
る
と
と
も
に
、
直
射
日
光
を
防
ぐ
工

夫
を
し
て
い
ま
す
。
床
は
、
カ
ー
ペ
ッ

ト
で
な
く
木
製
で
す
か
ら
上
か
ら
の
照

明
光
を
拡
散
し
、
室
内
を
明
る
く
し
て

く
れ
ま
す
。

遠
賀
町
の
図
書
館
は
、
他
の
市
町
の

図
書
館
に
な
い
3
つ
の
大
き
な
特
徴
が

あ
り
ま
す
。

［
開
園
i
開
田

名
前
の
と
お
り
、
床
や
壁
を
木
製
に

し
た
遊
戯
室
で
す
。
お
母
さ
ん
や
お
父

さ
ん
が
、
小
さ
な
子
ど
も
と
一
緒
に
来

て
も
、
こ
の
部
屋
な
ら
、
気
兼
ね
な
く

遊
ん
だ
り
、
お
し
ゃ
べ
り
が
で
き
、
木

製
の
安
全
な
遊
戯
具
も
用
意
し
ま
す
。

子
育
て
の
情
報
交
換
も
で
き
、
床
暖
房

で
す
の
で
、
冬
で
も
足
元
は
暖
か
く
子

ど
も
は
伸
び
伸
び
と
動
き
回
れ
ま
す
。

約
2
0
畳
の
広
さ
で
す
。

［
開
国
開
田

西
川
に
面
し
た
東
側
に
、
戸
外
ス
ペ

ー
ス
と
し
て
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
を
設
け
ま

す
。
広
々
と
し
た
西
川
の
流
れ
を
眺
め

な
が
ら
、
読
書
や
、
友
達
と
お
し
ゃ
べ

り
を
し
た
り
、
休
憩
に
つ
か
え
る
テ
ラ

ス
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。
ウ
ッ
ド
デ

ッ
キ
の
真
ん
中
に
大
き
な
木
を
植
え
、

木
陰
と
イ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

図
0
日
Ⅱ
四
日
目
帽

地
球
温
暖
化
を
防
ぐ
に
は
、
二
酸
化

炭
素
の
排
出
量
を
抑
え
る
こ
と
が
有
効

で
す
。
太
陽
光
で
発
電
す
れ
ば
、
結
果

と
し
て
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
を
抑
制

で
き
ま
す
。

町
立
図
書
館
で
は
、
屋
根
材
一
体
型

の
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
を
採
用
し
デ
ザ

イ
ン
を
損
な
う
こ
と
な
く
太
陽
か
ら
の

恵
み
を
受
け
取
り
、
毎
時
0
0
脚
を
発
電

し
ま
す
。
ソ
ー
ラ
ー
屋
根
面
積
は
脚
証

と
大
き
く
、
こ
れ
ほ
ど
の
規
模
は
、
こ

の
近
く
の
市
町
で
は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
れ
か
ら
建
て
る
公
共
施
設
は
、

地
球
環
境
に
配
慮
す
る
の
が
、
当
然
の

黄
任
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

圏
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実
際
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
館
内
の

各
コ
ー
ナ
ー
の
特
徴
を
紹
介
し
ま
す
。

（
平
面
図
参
照
）

新
聞
・
雑
誌
コ
ー
ナ
ー

玄
関
を
入
っ
て
す
ぐ
右
手
が
こ
の
コ

ー
ナ
ー
で
す
。
窓
際
に
ソ
フ
ァ
ー
を
局

意
し
、
く
つ
ろ
い
で
ゆ
っ
た
り
と
時
間

を
過
ご
せ
ま
す
。

一
般
図
書
コ
ー
ナ
ー

館
内
の
中
央
部
を
占
め
ま
す
。
低
い

書
架
で
統
一
し
ま
す
の
で
圧
迫
感
の
無

い
、
見
通
し
の
よ
い
開
放
的
な
空
間
と

な
り
ま
す
。
通
路
幅
も
約
2
メ
ー
ト
ル

あ
り
ま
す
の
で
通
行
も
楽
で
す
。

絵
本
コ
ー
ナ
ー

l
メ
ー
ト
ル
以
下
の
低
書
架
に
、
絵

本
の
楽
し
い
表
紙
が
た
く
さ
ん
見
え
る

よ
う
に
飾
り
ま
す
。
絵
本
で
囲
ま
れ
た

窓
際
に
座
っ
て
ゆ
っ
く
り
と
過
ご
せ
ま

す。
児
童
図
書
コ
ー
ナ
ー

南
向
き
窓
際
の
明
る
い
コ
ー
ナ
ー
で

す
。
窓
際
に
机
や
イ
ス
を
た
く
さ
ん
用

意
し
ま
す
。
絵
本
コ
ー
ナ
ー
と
テ
ィ
ー

ン
ズ
コ
ー
ナ
ー
の
問
に
あ
り
ま
す
。

テ
ィ
ー
ン
ズ
コ
ー
ナ
ー

主
と
し
て
中
高
生
を
対
象
と
し
た
コ

ー
ナ
ー
で
す
。
仕
切
り
を
設
け
他
の
コ

ー
ナ
ー
か
ら
半
ば
独
立
さ
せ
、
中
高
生

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
ま

す
。
仕
切
り
壁
を
掲
示
板
に
使
い
ま
す
。

中
高
生
向
け
の
雑
誌
も
た
く
さ
ん
揃
え

ま
す
。
真
ん
中
に
大
き
な
机
を
置
き
ま

す。
た
た
み
コ
ー
ナ
ー

寝
こ
ろ
が
っ
て
本
を
読
む
も
よ
し
、

掘
ご
た
つ
式
の
机
で
本
を
読
む
も
よ

し
、
囲
碁
や
将
棋
を
し
て
も
よ
し
の
自

由
な
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
西
川
の
眺
め
も

楽
し
め
ま
す
。

く
つ
ろ
ぎ
コ
ー
ナ
ー

ソ
フ
ァ
ー
に
座
れ
ば
開
放
的
な
窓
を

通
し
て
川
沿
い
の
雰
囲
気
が
味
わ
え
ま

す
。
新
書
や
文
庫
な
ど
気
軽
に
読
め
る

本
を
配
置
し
ま
す
。

A
V
コ
ー
ナ
ー

3
人
で
一
緒
に
利
用
で
き
る
ブ
ー
ス

2
台
と
個
人
用
ブ
ー
ス
4
台
を
設
け
ま

す
。
こ
こ
で
は
ビ
デ
オ
や
D
V
D
で
映

画
な
ど
を
鑑
賞
で
き
ま
す
。

C
D
試
聴
コ
ー
ナ
ー
は
外
の
景
色
を

眺
め
な
が
ら
音
楽
を
楽
し
め
ま
す
。

参
考
図
書
コ
ー
ナ
ー

何
か
を
詞
ぺ
た
い
と
き
は
、
こ
こ
を

利
用
し
ま
す
。
各
種
の
辞
典
類
や
参
考

資
料
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
大
き
め
の

テ
ー
ブ
ル
や
複
写
機
を
設
置
し
て
利
用

者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
を
し
ま
す
。
サ
ー
ビ

ス
カ
ウ
ン
タ
ー
の
近
く
で
す
の
で
、
職

員
に
も
気
軽
に
問
い
合
わ
せ
が
で
き
ま

す。

準
開
架
書
庫

書
庫
兼
用
の
書
架
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

利
用
の
少
な
く
な
っ
た
図
書
を
効
率
良

く
収
納
し
ま
す
。
利
用
者
が
中
に
入
っ

て
自
由
に
本
を
探
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

多
目
的
室

映
像
機
器
や
音
響
機
器
を
揃
え
、
視

聴
覚
に
よ
る
講
演
や
会
議
や
講
座
な
ど

に
利
用
で
き
ま
す
。
ま
た
、
仕
切
り
壁

は
開
放
式
で
す
の
で
展
示
会
場
と
し
て

も
利
用
で
き
ま
す
。
ク
ラ
ス
単
位
の
調

べ
物
学
習
な
ど
に
も
対
応
で
き
ま
す
。

お
話
の
部
屋

児
童
に
、
絵
本
な
ど
を
読
み
聞
か
せ

る
た
め
の
部
屋
で
す
。
た
た
み
で
す
の

で
伸
び
伸
び
と
で
き
ま
す
。

木
ツ
ズ
ラ
ン
ド
・
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ

3
ペ
ー
ジ
参
照
。

自
販
機
・
喫
煙
コ
ー
ナ
ー

開
架
閲
覧
コ
ー
ナ
ー
は
、
他
の
利
用

者
の
迷
惑
に
な
り
ま
す
の
で
喫
煙
や
飲

食
は
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
に

自
販
機
や
イ
ス
を
用
意
し
て
い
ま
す
の

で
、
こ
こ
で
タ
バ
コ
を
吸
っ
た
り
、
飲

み
物
を
飲
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。



れか　も　も　は　　く　でル地　さ　ばで 

「．＋∴∴∴∴蓋 三言：：：：≡… 

il　　　　　　　　三言ま読了膏絹綴㌫昔　て　る �� 

∴．，∴「∴烹 高羅議書区’増結結締 
「　‾　‾‾i 

－i洞図回回国閣圃闘園園盤匝瑳 

同園田園図回軽重≡－、 

●：∴∴∴「∴：∴．一一i 紺冨盤繍同軸 三三∴：：：繊 �� 

ね雷撃呈謹呈；蛮　　（図書室臨時職員） 
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回月28日、 中央公民館で家庭教育学級の親子民話お楽しみ

会が開催されました。ブラックシアターや演劇、影絵などおん

がにじの会、ろまん倶楽部、青い麦の会の皆さんが、それぞれ

に工夫を凝らした手法で民話を披露しました。観客の子どもた

ちからは大きな笑い声や声援が飛び交い、夏休みの楽しい思い

出となりました。

あんなが一つになれるがら

回

こねだり、くるんだり、丸めたり！

園　　　　　　　　親子料理教室休みを利用して8月8日と9日の2日間、中央

公民館で家庭教育学級の親子料理教室が開催されまし

た。この教室には22組の親子が参加し、包丁やナベを

片手に料理を作りました。今回の調理は包子です。参

加した子どもたちは「こねたり、くるんだり、丸めた

りして楽しかった」と普段はなかなか体験できない料

理の楽しさを感じているようでした。

浅木区の夏祭り

月14日、浅木公民館横の広場で浅木区の夏祭りが開催されました。今年で15年目

を迎えるこの夏祭りでは盆踊りやカラオケなどのイベントが行われました。柳井区長に話

をうかがったところ「育成会や青年団壮年部を中心に遠賀園や四方の里などにも協力して

もらいましたoこれだけ盛大なイベントができるのも、浅木に関わりのある人たちが一つ

になれるからなんです」と話してくれました。

＠イ36

親
子
民
話
お
楽
し
み
会

轟
菩
む
が
し
あ
る
と
こ
ろ
に
…



きれいだね　無数の火

囲　　　　　キャッツ21の精霊流し盆の風物詩でもある精霊流しが8月15日、西川河

岸で開催されました。ボランティアグループ「キャッツ

21」が主催するこの行事も今年で6回目を迎えます。会

場には多くの人が訪れ、思い思いにゆっくりと西川を流

れる灯範の火を眺めていました。

河川を汚さないことを目的におこなっている精霊流し

では、灯髄は水にとけるものをつかい、灯籠船は下流で

引き上げています。

西川に揺れる無数の火に、「きれいだね、あっちに行っ

たよ」と祖先の霊を見送る暖かい姿がとても印象的でし

た。

ーふ縫議題類縁■＼避溺 

騒三三／饗譜攣室蘭麗綴喜．象嘉一 

闘闘闘語圃 ー＿一隻望ここ天 童醒ま二三 �ソ哩＿ ‾甘さ 

1＿＿ ∴∴∴∴∴∴∴ 　　∴∴「 

7∽

体験できるのがうれしいですね

固　　　　　　パン工房・麺工房れあいの里センターに新設されたパン工房・麺

工房のボランティア指導者を養成するために、7月18

日からパン講習会が、21日から麺講習会がそれぞれ始

まりました。

麺講習会受講者の狩野登志子さんに話をうかがうと

「手作りのものを作ることに興味があり参加しまし

た。直接指導してもらいながら体験できるのがうれし

いですね」とのこと。

今からオープンが待ち遠しいですね。なお、パン工房、

麺工房の一般開放は11月の予定です。

モノ 一∴∴0． ∴「∴ �����I 星章 ∴ ふこき ∴∵ （ l ∴ 

灘競い′I 
認1－ら紺臆案回田／ 

′ �、、瀦 

一◆ ��淑一‾ I 　振＋甲圭一 

1－章一／i蛾＼i 
■iェiし＼ 

琴　／ ����　嬰、1－辛 を藍酪玉．＼．＿＿之＿；i三溝 

町がきれいになることは
うれしいこと！

図　シルバー人材センターの駅前清掃ルバー人材センターの互助会の皆さんが、7月23日、

遠賀川駅前のボランティア清掃を行いました。地域に貢献し

たいということでシルバー人材センターの各班代表者12人が

拾ったゴミは軽トラック1杯分ほどになったそうです。事務

局長の有言さんは「今後は年に2回ほどは町内の清掃活動を

行っていきたいですね。清掃で町がきれいになることは本当

にうれしいことです。それからシルバー人材センターを町内

の皆さんにもっと知って欲しいものです」と話していました。



＠匂8

◎指定袋・・・（10庖以内で袋の中に納まるゴミのみ） 
0燃えるゴミ…………………ピンクの指定袋　週2回 

○ピン、カン資源ゴミ……・・…・透明の指定袋　月2回 
○燃えないゴミ…・・……………・青色の指定袋　月1回 

（祝日休日はゴミ収集は休みですが、燃えないゴミのみ 
振替収集します） 

◎上記以外のゴミを「粗大ゴミ」として予約収集します。 
予約電話　℡293－7979 
○可燃性粗大ゴミは（燃える粗大ゴミ）…………偶数月 
○不燃性粗大ゴミは（燃えない粗大ゴミ）………奇数月 

欝
∋
腫
陳
㊦
辞
典

病
気
や
ケ
ガ
、
事
故
は
あ
る
日
突
然

に
お
そ
っ
て
き
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
に

も
落
ち
着
い
て
対
処
で
き
る
よ
う
日
ご

ろ
か
ら
い
ざ
と
い
う
と
き
の
対
処
法
を

知
っ
て
お
き
た
い
も
の
で
す
。

ま
ず
は
か
か
り
つ
け
医
に
連
絡
を
と

り
、
指
示
を
あ
お
ざ
ま
し
ょ
う
。
も
し
、

先
生
が
不
在
の
場
合
や
緊
急
の
場
合
は

落
ち
着
い
て
局
番
な
し
の
1
1
9
番

（
消
防
署
）
に
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

◎
救
急
車
を
手
配
し
な
く
て
も
「
急
病
」

の
診
察
や
相
談
が
で
き
ま
す
。

（
国
開
国
回

遠
賀
中
間
急
病
セ
ン
タ
ー

水
巻
町
下
二
西
2
丁
目
1
－
2
5

℡
0
9
3
　
（
2
0
1
）
　
9
9
9
9

診
療
時
間
　
午
前
9
時
～
午
後
5
時

▲
固
閉
園
脚
営
回
国

北
九
州
市
立
夜
間
・
休
日
急
患
セ
ン
タ
ー

北
九
州
市
小
倉
北
区
馬
借
1
－
1
－
1

℡
0
9
3
　
（
5
2
2
）
　
9
9
9
9

北
九
州
市
立
八
幡
病
院
内
休
日
急
患
セ

ンター
北
九
州
市
八
幡
東
区
西
本
町
4
－
1
8
－
1

℡
0
9
3
　
（
6
6
2
）
　
1
7
5
9

ん
。
ゴ
ミ
は
必

ず
収
集
日
、
時

刻
、
場
所
を
守

っ

て

く

だ

さ

間
違
っ
て
出

し
た
ゴ
ミ
は
持

ち
か
え
っ
て
再

度
出
し
直
し
て

く
だ
さ
い
。
な

遠
賀
町
で
は
燃
え
る
ゴ
ミ
、
ビ
ン
●

カ
ン
資
源
ゴ
ミ
、
燃
え
な
い
ゴ
ミ
の
3

種
類
を
指
定
袋
で
収
集
し
て
い
ま
す
。

収
集
日
は
ゴ
ミ
の
種
類
に
よ
っ
て
異
な

り
、
違
う
日
に
出
し
て
も
収
集
し
ま
せ

お
、
指
定
袋
に
入
ら
な
い
大
き
な
ゴ
ミ

は
粗
大
ゴ
ミ
で
す
。

粗
大
ゴ
ミ
は
予
約
制
に
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
予
約
収
集
の
電
話
申
し
込
み

を
し
て
く
だ
さ
い
。
シ
ー
ル
は
最
寄
り

の
ゴ
ミ
袋
販
売
店
で
売
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
家
電
4
製
品
（
テ
レ
ビ
、

洗
濯
機
、
ク
ー
ラ
ー
、
冷
蔵
庫
）
以
外

の
電
家
製
品
は
、
燃
え
な
い
ゴ
ミ
　
（
青

色
）
袋
で
月
1
回
収
集
で
き
る
も
の
が

あ
り
ま
す
。
粗
大
ゴ
ミ
の
収
集
は
第
1

水
曜
日
か
ら
第
4
水
曜
日
ま
で
行
政
区

ご
と
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

予
約
筋
切
り
は
収
集
予
定
日
の
営
業

日
2
日
前
で
す
（
土
日
祝
日
は
休
み
）
。

1
か
月
前
か
ら
収
集
予
定
日
前
週
ま
で

の
電
話
を
歓
迎
し
ま
す
。
ま
た
追
加
、

キ
ャ
ン
セ
ル
な
ど
は
必
ず
電
話
を
し
て

く
だ
さ
い
。

ゴ
ミ
収
集
日
は
町
民
カ
レ
ン
ダ
ー

に
詳
し
く
載
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。
不
明
な
点
は
住

民
課
環
境
衛
生
係
へ
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。



頭輸萱 
ださい。 

井口亜紗実さん（小3）

山中　良太くん（小2）

牛浜宏祐くん（小3）

池田　　楓さん（小i）

幽 �圏 �閣 命 柳美里薯 
検察の疲労 �天狗殺し 

高橋克彦善 

中記。 � 

闘 �副 （ あえて押します横車 上坂冬子著 �圏 
神社ウオッチング 　外山晴彦著 ��平安妖異伝 　　平岩弓枝薯 

セィ。 � 

鳥屋絵未さん（小I）

木三∴官業　朝　　睡　　怪 �俳 句 �硫ス衣　　か絶　　無単　　訪三　　赤か �短 �1葛■「 俳 
藍∴切　ぐ　蓮∴∴獣 　　　も　や　の ��く替すえ入線い叉信が ：：三：：：三 　印 子ミ上手子江と 
闇三の 札鳴　り　力　屠 所　く　巨　メ　を ���歌 

に　や船　ラ　滑き つ夕　の　の　る つ　べ入部子 �遠 賀 俳 ��お ん を �短句 

く　の　る　品　に池 服追加休紀綱岩落玉大斉田 部険藤耕手海萩ち野西三幸 �友 句 会 ��短 歌 会 �敏 

美し　田湾　し　日ビ利 保栄　停ま倍　達 千手進江ま彦 �抄 ��秋 草 �－ 
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こ
あ

一
あ
ん
　
ま
り
や
た
み



中央公民館

鰯鱈鉾犠脇
●葛慕情日

がな書道、切り絵

●　9月純（金）まで●

ご存じですか！

検察審査会

交通事故、詐欺、おどしなど

犯罪の被害を警察や検察庁に訴

えだが、検察官がその事件を裁

判にかけてくれないなどの不満

を待っている人は検察審査会に

相談してください。費用は無料

で、秘密は固く守られます。

●問い合わせ

小倉検察審査会事務局

℡093（561）3431

＠匂iO

秋期ポリオ予防接程のノ

お知らせ

ポリオワクチンの予防接種

については、一時見合わせて

いましたが、ワクチンの品

質・安全性に問題ないことが

確認されましたので秋期ポリ

オ予防接種を実施します。

●と　き　9月20日（水）午後I時30分一

受付＝午後i時iO分～30分

●ところ　遠賀町中央公民館

●対　象　生後3か月～7歳6か月の乳幼児

●服用方法　6週間以上の間隔をあけて2回服用

●持ってくるもの　母子健康手帳・

予診票（持っていない人は会場にあります）

●問い合わせ　福祉課健康対策係

幼
児
相
談

●
と
き
　
9
月
1
9
日
　
（
火
）

受
付
＝
午
前
9
時
0
0
分
～
1
0
時
5
0
分

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館
和
室

●
対
象

満
1
歳
か
ら
就
学
前
ま
で
の
幼
児

●
内
容
　
身
長
、
体
重
計
測
・
臨
床
心

理
士
に
よ
る
言
葉
や
こ
こ
ろ
の
発
達

相
談
（
要
予
約
）
・
保
健
婦
に
よ
る
健

康
相
談

●
持
っ
て
く
る
も
の

母
子
健
康
手
帳
・
バ
ス
タ
オ
ル
・
普

段
使
っ
て
い
る
お
も
ち
ゃ

●
受
用
　
無
料

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
健
康
対
策
係

1
歳
半
健
康
診
査

●
と
き

9
月
2
8
日
　
（
木
）
午
後
1
時
5
0
分
～

受
付
＝
午
後
1
時
m
分
～
5
0
分

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館

●
対
象
　
1
歳
6
か
月
か
ら
1
歳
8
か

月
ま
で
の
幼
児

●
内
容
　
身
体
測
定
、
小
児
科
医
・
歯

科
医
に
よ
る
診
察
、
保
健
婦
・
栄
糞

士
・
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
健
康
相
談

●
持
っ
て
く
る
も
の

母
子
健
康
手
帳
、
健
診
票
（
対
象
者

に
送
付
し
ま
す
）

●
費
用
　
無
料

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
健
康
対
策
係

在
宅
療
養
者
看
護
教
室

難
病
で
あ
る
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
や
脊

髄
小
脳
変
性
症
は
病
気
の
進
行
と
と
も

に
家
族
の
介
護
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま

す
。
遠
賀
保
健
所
で
は
、
在
宅
で
の
療

糞
が
安
心
し
て
で
き
る
よ
う
に
在
宅
療

糞
者
看
護
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

●
対
象
　
中
間
市
・
遠
賀
郡
内
に
住
ん

で
い
る
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
や
脊
髄

小
脳
変
性
症
の
患
者
の
豪
族

●
人
数
　
2
0
人

●
内
容

ロ
ー
回
目

▽
と
き
　
日
月
1
6
日
　
（
月
）

午
後
1
時
～
4
時

▽
と
こ
ろ
　
遠
賀
保
健
所

▽
内
容
　
え
ん
げ
障
害
等
が
あ
る
人

の
食
事
の
講
義
と
調
理
実
習

口
2
回
目

▽
と
き
　
1
0
月
2
6
日
　
（
木
）

午
後
1
時
～
4
時

▽
と
こ
ろ

遠
賀
中
間
医
師
会
看
護
学
校

▽
内
容
　
介
護
者
の
負
担
の
少
な
い

移
動
介
助
と
看
護
の
実
習

●
参
加
賞
　
無
料

●
申
し
込
み
　
9
月
5
0
日
（
土
）
　
ま
で

に
遠
賀
保
健
所
へ
電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い

※
応
募
者
多
数
の
と
き
は
先
着
に
な
り

ま
す

●
問
い
合
わ
せ

遠
賀
保
健
所
保
健
課
健
康
増
進
係

℡
0
9
3
　
（
2
0
1
）
　
4
1
6
1

男
性
料
理
教
室

料
理
の
基
礎
か
ら
指
導
し
ま
す
の
で

初
心
者
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
ま
す
。

自
分
で
作
っ
て
、
食
べ
る
楽
し
み
を
味

わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
と
き
　
9
月
2
2
日
　
（
金
）

午
前
9
時
如
分
～

●
と
こ
ろ

遠
賀
町
中
央
公
民
館
　
調
理
室

●
賞
用
　
百
円

●
持
っ
て
く
る
も
の
　
エ
プ
ロ
ン

●
定
員
　
0
0
人

（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

●
申
し
込
み
　
9
月
1
8
日
　
（
月
）
　
ま
で

に
福
祉
課
健
康
対
策
係
へ
電
話
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
健
康
対
策
係



健康づくり県民大会があります
…　…　○　○　●

「みんなの健康フェアおんがなかま2000」をテーマに、健

康づくり県民大会が行われますので参加者を募集します。

●と　き10月15日（日）

●ところ　岡垣サンリーアイ

●費　用　無料

●内　容

□赤ちゃんハイハイ大会

＞と　き　午前9時30分集合

＞対象児　ハイハイのできる赤ちゃん

※保護者同伴で参加できること

＞定　員10人

＞申し込み　9月18日（月）から9月22日（金）までに

福祉課健康対策係へ申し込んでください

※後日案内状を送ります

＞問い合わせ　福祉課健康対策係

□健康ウオーキング（史跡探訪）

＞と　き　午前10時集合（12時30分終了予定）

＞内　容　史跡探訪（岡城址・高倉神社・龍昌寺他）

＞申し込み　当日、受付にあいでください

□無料検診コーナー

検　診　項　目 �対　　象　　者 

胃　　が　　ん �35歳以上男女 

大　場　が　ん �35歳以上男女 

肺　　が　　ん �35歳以上男女 

子　宮　が　ん �30歳以上女性 

乳　　が　　ん �30歳以上女性 

前立腺がん �50歳以上男性 

骨　粗　怒　症 �40歳以上男女 

＞申し込み　9月25日（月）から9月29日（金）まで

（午前9時一午後4時）に遠賀中間医師会がん検診

部へ予約してください。

℡093（201）3731
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新しい有志指導者の
ご紹介、＼〉
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嵩　器習∴∴∴∴づ量 
善　　人キi2年 
宝　　口　後時後 

前　6　30　6 

時十分　時 

ボランティアで町民の

みなさんの生涯学習をお

手伝いする有志指導者に

新しく2人が加わりまし

た。有志指導者は他にも

いますので、学習を希望

する人は最低5人以上の

仲間を集めてください。

学習内容にふさわしい有

志指導者をご紹介します。

●問い合わせ

中央公民館内事務局

℡（293）1355

入江於里枝さん
（社交ダンス）

添田　明さん
（パソコン）

無
料
調
停
相
談
会

裁
判
所
の
民
事
お
よ
び
家
事
調
停
委

員
に
よ
る
無
料
調
停
相
談
会
を
開
催
し

ま
す
。
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

●
と
き
　
9
月
2
5
日
　
（
月
）

午
前
同
時
～
午
後
3
時

●
と
こ
ろ
　
メ
イ
ト
黒
崎
（
そ
ご
う
）

6
階
黒
崎
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

●
相
談
内
容

▽
民
事
関
係
＝
土
地
・
家
屋
の
明
渡
し
、
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
金
融
を
含
む
金
銭
貸
借
、

公
害
、
交
通
蕗
故
等
民
事
一
般
の
も
め
ご
と

▽
家
事
関
係
＝
離
婚
、
相
続
、
家
庭
問

題
の
調
整
な
ど

　ヽ／

●
受
用
　
無
料

●
問
い
合
わ
せ
　
福
岡
地
方
裁
判
所
小

倉
支
部
庶
務
第
一
課

℡
0
9
3
　
（
5
6
1
）
　
3
4
3
1

障
害
重
層
用
促
進
面
談
会

障
害
が
あ
る
人
の
就
職
機
会
を
拡
大

す
る
た
め
、
企
業
の
人
事
担
当
者
と
直

接
面
談
で
き
る
障
害
者
雇
用
促
進
面
談

会
を
開
催
し
ま
す
。

●
と
き
　
日
月
4
日
　
（
水
）

正
午
～
午
後
4
時

●
と
こ
ろ
　
北
九
州
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

●
受
用
　
無
料

●
問
い
合
わ
せ
　
八
幡
職
業
安
定
所

℡
0
9
3
　
（
6
2
2
）
　
5
5
6
6

ワ
ー
プ
ロ
（
初
級
）
・
パ
ソ
コ
ン

技
術
講
習
会

●
と
き
　
1
0
月
3
1
日
　
（
火
）
　
か
ら
1
2
月

1
5
日
　
（
金
）
　
ま
で
の
う
ち
2
1
日
間

●
と
こ
ろ
　
中
間
市
働
く
婦
人
の
家

●
対
象
　
就
業
希
望
の
女
性
2
0
人
　
（
新

卒
者
、
妊
娠
中
の
人
、
出
産
後
1
年

未
満
の
人
を
除
く
）

●
費
用
　
無
料
（
教
材
費
自
己
負
担
）

●
申
し
込
み
　
1
0
月
3
日
（
火
）
、
4
日
（
水
）

（
午
前
9
時
～
午
後
5
時
）
に
、
福
岡

県
女
性
就
業
援
助
セ
ン
タ
ー
筑
豊
支

所
へ
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

℡
0
9
4
8
　
（
2
3
）
　
4
1
5
6



10月1日を基準日として全国一

斉に国勢調査を行います。調査

票は9月下旬から調査員がお配

りします。調査内容は統計以外

で使われることはありませんの

でご安心ください。集計結果は

21世紀の住みよいまちづくりの

ために生かしていきます。調査

へのご協力をお願いします。

児童手当の申請はお済みですか？

3歳未満のお子さんを対象に支給されていた児童手当は、制度改正

により小学校就学前までに対象年齢が引き上げられています。9月29

日（金）までに申請された場合、6月分までさかのぼって

手当が支給されますので早めに申請してください。

●問い合わせ　福祉課福祉係

戟／ 

簿毒 
●仕事はどうですか？ 

ふれあいの里センターで仕事をして5年目 

になります。ボランティアの方とボランティ 

アを必要とする方を結ぶための調整や、ポラ 
ンティアグループの活動支援などが私の主な 

仕事です。この仕事をしていると社会が人と 
人とのつながりで成り立っていることがよく 

わかります。自分より人生経験を積んだ方と 

接する機会が多く、教えていただくことばか 

りで　まだまだ勉強不足を実感しています。 

●趣味・特技は？ 
泳ぐことが得意で、海が大好きです。今年の 

夏も休日はほとんど海やプールに行っていまし 

た。なかでも毎年行っている南の島は最高で、 

今年は与論島に行きました。シュノーケル、ゴ 
ーグル、足ひれをつけて海に潜ると、一面に別 

世界が広がります。熱帯魚やサンゴ樵に囲まれ 

て泳ぐと、ストレスもすっかり解消しますれ 

●将来の目標は？ 
私はだれからも気軽に相談され、信頼され 

るような専門家を目指しています。そのため 

に新しいニーズに対応できるよう、幅広い知 

誠や技術を学んでいきか、と思います。 

●遠賀町への要望があれば？ 
遠賀町の福祉を向上させていくには住民の 

みなさんの参加が重要だと考えます。よりよ 
い町にしていくためにも、行政と住民が手を 

取り合ってまちづくりを進められるような閑 

係を一緒に築いていきたいですね。 

このコーナーは町の若者を紹介するものです。 

自薦、他薦、性別は問いませんので、近所の若 
者や職場の若者をどんどん紹介してください。 
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あ
な
た
の
調
査
票
に
は

日
本
の
大
切
な
未
来
が

つ
ま
っ
て
い
ま
す

一
－
葉
－

夏
も
終
わ
り
を
告
げ
ま
し
た
。
夏
の
楽
し
み

と
い
え
ば
海
水
浴
や
キ
ャ
ン
プ
も
あ
る
で
し
ょ

う
が
、
私
の
場
合
、
今
年
は
甲
子
園
に
熱
く
な

り
ま
し
た
。
甲
子
園
に
は
プ
ロ
野
球
と
は
違
っ

た
魅
力
が
あ
り
ま
す
も
ん
ね
。

小
学
校
の
こ
ろ
、
P
L
学
園
や
や
ま
び
こ
打

線
の
池
田
萬
校
が
強
薬
と
し
て
名
を
連
ね
て
い

ま
し
た
。
こ
の
時
期
は
桑
田
や
清
原
な
ど
、
今

や
プ
ロ
野
球
界
の
ベ
テ
ラ
ン
選
手
が
活
躍
し
た

時
代
で
す
。
高
校
生
の
こ
ろ
の
ス
タ
ー
選
手
と

い
え
ば
星
陵
高
校
の
松
井
。
最
近
で
は
横
浜
高

校
の
松
坂
が
あ
げ
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、

今
年
は
福
岡
県
の
柳
川
高
校
が
本
当
に
が
ん
ば

り
ま
し
た
。

昔
は
「
す
ご
い
お
兄
ち
ゃ
ん
た
ち
だ
」
と
思

っ
て
い
た
高
校
球
児
た
ち
も
、
今
と
な
っ
て
は

み
ん
な
年
下
で
す
。
そ
う
い
え
ば
テ
レ
ビ
で
活

躍
す
る
ア
イ
ド
ル
た
ち
も
い
つ
の
問
に
や
ら
年

下
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ど
ん
ど
ん
年
を
と
っ
て

い
く
さ
み
し
さ
は
感
じ
ま
す
が
、
自
分
よ
り
若

い
人
が
が
ん
ば
っ
て
い
る
姿
を
見
る
と
「
も
っ

と
が
ん
ば
ら
ね
ば
」
と
背
中
を
押
さ
れ
る
気
持

ち
に
な
り
ま
す
。
去
り
行
く
青
春
時
代
に
し
ぶ

し
ぶ
別
れ
を
告
げ
つ
つ
、
編
集
用
の
パ
ソ
コ
ン

に
向
か
っ
て
「
広
報
お
ん
が
を
も
っ
と
よ
い
も

の
に
I
L
と
決
意
す
る
今
日
こ
の
ご
ろ
。

も
う
す
ぐ
職
場
の
野
球
部
の
試
合
で
す
。
脊

春
よ
り
も
、
サ
イ
ン
を
間
違
え
て
監
督
に
怒
ら

れ
る
そ
そ
っ
か
し
さ
に
早
く
「
さ
よ
う
な
ら
」

を
言
い
た
い
も
の
で
す
。

（ハマ）


